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市民生活・環境関係 

件 名 冨士公園の利用方法について 

内 容 

 テントやシートを広げるのは良いのですが、ベンチやテーブル的なところの直ぐ

脇に広げるのは他の利用者が全く利用できなくなっていました。 

 距離を置いていれば他の方も利用できるのですがあれでは占領してるようにしか

見えません。 

 例えばベンチの半径２m に砂利をひいて仕切り的な表示をすることや警告表示は

していただきたいです。 

 

回 答 

 市では、公園利用について基本的には自由利用としており、球技やバーベキューな

どの禁止行為のほか最低限の制限を記載した看板を公園内に設置し、利用される方に

周知しています。 

 市のホームページ等にも記載しておりますが、公園をだれもが気持ちよく利用して

いただくためにモラルやマナーを守って利用いただけるよう啓発を続けるとともに、

いただいた御意見などを参考にしながら、今後も利用しやすい公園づくりに努めてま

いりますので御理解くださるようお願いいたします。 

（関係課：都市計画課） 

 

件 名 地域猫活動の普及について 

内 容 

 昨年６月より、無料の TNR 実施を始めてくださり、心より御礼申し上げます。 

 これにより「地域猫活動」の普及啓発が進むと考えておりましたが、残念なが

ら、この活動自体は、広まっていきません。私ども餌やり住民が、このことを話題

にしましても、無関心は強いままです。 

 そこで、「地域猫活動」の必要性を具体的に一歩踏みこんで、発信していただけな

いでしょうか？市が「具体的に」進めてくださることによって、話し合いの場が実

現できると思います。 

 

回 答 

 市では、昨年６月から、さくらねこ無料不妊手術事業（TNR）を開始し、飼い主の

いない猫の減少に努めており、本年３月１５日号の広報しろい及び市ホームページに

て、地域猫活動についての記事を掲載し、周知してまいりました。また、さくらねこ

TNR チケット発行枚数も順調に増加しているところです。 

 地域には、猫を好きな人、嫌いな人、猫が大切な人、興味のない人、猫アレルギー

の人など、いろいろな方が住んでいます。 

 地域猫に関する様々な問題を解決するには、その問題を地域で解決していくという

意識が重要と考えます。 

 市としましては今後も、さくらねこ無料不妊手術事業（TNR）、地域猫活動につい

て、引き続き広報しろい等で周知・啓発に努めてまいりますので、御理解御協力のほ

どよろしくお願いします。 

（関係課：環境課） 



 

件 名 三本松公園のごみについて 

内 容 

 三本松公園にごみが落ちていることが多いです。 

 行政の皆様にご協力いただき、桜台だけでなく、白井市全体のクリーン化をお願

いします。 

 親世代の環境問題に対する意識を高め、次の世代を見据えつつ、毎日明るい気持

ちで清々しく一日を始められるといいなと思います。 

 

回 答 

 はじめに、三本松公園でのごみ拾い等の清掃については、市民グループに御協力を

いただき、月２回程度を目安に実施しています。 

 頂いた御意見などを参考にしながら、今後も利用しやすい公園づくりに努めてまい

りますので御理解くださるようお願いいたします。 

 次に、白井市全体のクリーン化について、市では、市民団体などが市内で自主的に

行う地域での環境美化活動を「まちピカ大作戦」と称して、ゴミ袋の提供などにより、

その活動の支援を行っています。このほかに、毎年、「ごみゼロ運動」と称し、市の

きれいなまちづくりを推進するため、地域住民の方々の御協力により市内一斉で散乱

ごみの収集を行っています。 

 最後に環境意識を高める啓発・学習として、市の制度の１つである「なるほど行政

講座」を御活用いただけますと環境課の職員が市民の皆様のところにお伺いしごみの

減量化やごみの分別に関する御説明をさせていただくことも可能ですので、御利用く

ださい。 

（関係課：都市計画課、環境課） 

 


